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情報通信研究機構（NICT）

情報通信を研究する唯一の国立の研究機関
（総務省所管）

国家サービス：日本標準時の決定と標準電波の発信
（電波時計の電波）

本部は東京都小金井市。他に京都、兵庫、大阪、
宮城、茨城等に研究開発拠点

大規模Web情報分析
システム WISDOM X

宇宙天気予報

うるう秒挿入

対災害SNS情報分析
システム DISAANAWi-SUN

サイバー攻撃統合分析プラ
ットフォームNIRVANA改

フェーズドアレイ
気象レーダ

多言語音声翻訳
アプリ VoiceTra



NICTの人工知能関係の研究拠点

3

多言語音声翻訳技術の研究開発を目的として、平成26年

に開設。

先進的音声翻訳研究開発推進センター
(ASTREC)

脳情報通信融合研究センター
（CiNet）

脳科学を情報通信技術（ICT）の研究に応用

することを目的として、平成25年に開設。

脳機能計測技術や、脳活動から脳の処理情

報を把握する技術、脳の仕組みを活用した

ネットワーク制御技術等の研究開発を推進。

所在地：大阪府吹田市（大阪大学内）

インターネット上の大量の情報を自動的に解析し、質問者

に有益な回答を提示するデータ解析技術等の研究開発を推

進することを目的として、平成28年に開設。

データ駆動知能システム研究センター
（DIRECT）

ユニバーサルコミュニケーション研究所から生まれた二つのセンター

所在地：京都府相楽郡精華町

ユニバーサルコミュニケーション研究所
(UCRI)

言語・文化・能力・距離・臨場感の壁を越え
た心が通うコミュニケーションの実現に向け
た研究開発を推進するために、平成12年に
開設。
得られた成果を継承し、社会展開を加速さ
せるために、以下の2センターを開設。



多言語音声翻訳アプリ VoiceTra
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新バージョン(5.4.2)を
H28.10.3にリリース



VoiceTra技術の進化
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本日のトピック
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•NICTの３つの大規模自然言語処理システム
を中のテクノロジーまで含めてご紹介
• 大規模Web情報分析システム WISDOM X

• http://wisdom-nict.jp

• 対災害情報分析システム DISAANA
• http://disaana.jp

• 災害状況要約システム D-SUMM
• http://disaana.jp/d-summ

• DISAANA、D-SUMMはWISDOM Xを災害向け
にチューンすることで実現

•今後の展望
• 社会全体の知を分析する社会知解析技術

• その発展系としての対話システム等
6



３システムの開発メンバー
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これまで：研究員約１０名（含むデータ構築を担当する言語学者）、
プログラマ4-5名、データ作成者３０名、事務員等３名

（このメンバーで、論文誌筆と並行し、自前開発のソースコード総量が

３０万行以上、数百台のクラスタ上で稼働する３システムを５年間で開発）

現在： 研究室から研究センターに格上げ
民間企業からの出向者で研究員(１０月から４名）を増員、
データ作成者も２０名増員



対災害SNS情報分析システムDISAANA
（ディサーナ）



DISAANAビデオ紹介
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キーワード検索の問題

10

熊本県では何が不足しているのかしら？

熊本 不足 検索

人吉市ではガスボンベが足りません

阿蘇ではガソリンが枯渇している

八代の〜では紙オムツが売り切れ

益城町では薬がない

熊本県では毛布が不足しています

西原村では飲料水が見つからない

熊本ではトイレが不足の模様

熊本では燃料が不足しているかも

DISAANAでは言語処理を用いて、
これらの情報もキャッチ



対象時間：2015年9月10日5:00-19:00
対象ツイート数：340万件

質問：どこで救助を待っているか
回答種別：27件（94 ツイート）

実体験：4件、他マスコミ経由等

質問：どこが決壊しているか
回答種別：181

質問：栃木でどこが孤立しているか
回答種別：12（16ツイート）

実体験：6件
（543ツイート）

キーワード検索では大量のツイートを読む必要
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キーワード「救助」検索
結果数：12,800

DISAANAが回答として提示したツイートを
キーワード検索だけで発見するためには膨大
なツイートを読む必要がある

キーワード「孤立」検索
結果数：1,900

キーワード
「決壊」検索
結果数：9,500

台風１８号による鬼怒川決壊



デマ対応の例
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酸性雨

矛盾情報あり

東日本大震災試用版での動作例

質問：千葉の石油コンビナー
トで何が発生している

回答候補が抽出されたツ
イート：
…今後の雨が非常に強い
酸性雨になります…

回答候補と矛盾するかも
しれないツイート：
…酸性雨になるというの
はデマです…

矛盾する情報を同時に検索し提供することで情
報の信憑性を判断する材料を提供



質問応答
モード用

データベース

エリア指定
モード用

データベース

ユーザへの
応答モジュー

ル

毎秒最大で400質
問に応答可能

現在流れている全日本語ツ
イートの10%をリアルタイ
ムに処理。1日平均1000万
ツイートを処理。毎秒最大1
万5千ツイートを処理可能。
つぶやいてから５秒後には
質問応答に反映

各データベースは最長
で4日分のデータを保存。
4日を過ぎたものは削除
される
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DISAANAの処理の流れ

1. 構文の解析
2. 地名解析
3. 否定や推量の解析
4. パターン抽出
5. トラブル報告の自動抽出

ユーザ

ツイート
解析

モジュール

熊本地震時に、Twitter社から人道支援目的で無償提供された
日本語ツイート１００％でも問題なく動作



DISAANAの開発経緯
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 平成26年11月に試験公開したDISAANA：
• Twitter Data Grantsにより提供いただいた東日本大震災直後

1ヶ月分（6億件）のツイートを対象にした試用版
• パソコンのみから利用可能
• 提供されたデータの利用期限のため現在は終了

• 研究機関向けにツイート
データを提供するプログ
ラムで平成26年2月〜3月
に研究提案を募集

• 全世界から1300を越える
応募がありNICTの提案を
含む6件が採択（日本から
はNICTのみ）

• Twitter社が我々のフレー
ムワークを高く評価した
と考える

Twitter Data Grantsとは



画像も迅速に発見：2015年5月30日小笠原沖地震
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エリア指定モード：東京都
回答候補：エレベータが使
えない

２０：３３

エリア指定モード：東京都
回答候補：停電で止まる

２０：３１

エリア指定モード：東京都
回答候補：エレベーターが
止まる（推量）

２２：００以降
にNHKのニュー
スにより六本木
ヒルズ等のエレ
ベーター停止が
話題に

２１：０１

20:24頃
発生



2015年5月16日関東地方での地震
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5月16日21時23分地震発生

• 発災後10分未
満で被災に関
する一次情報
を取得可能

• 写真付きの情
報も取得可能

• マスコミより
もはやく情報
を取得できる
場合も多数



2015年6月30日新幹線火災
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11時30分頃発生 事件直後からリアル
タイムで詳細な情報
を得ることができて
いた

Instagramに続報等
詳細を掲載してい
る人も

１１：３５ １１：４３

１１：５７

１１：３６

１１：５９



2015年6月30日新幹線火災
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6月30日11時30分頃発生 リアルタイムに新幹線火災に関する重要な情報をキャッチ

※「噴火」は同時期に箱根での噴火があったため



DISAANA実証実験（１）
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1. 宮崎県総合防災訓練にてデモンストレーション（H26年10月19日）

2. 宮崎市、延岡市にて防災訓練（机上訓練）を通して実証実験を実

施（H27年1月、2月）
• それぞれの訓練にて約５０名の防災士、大学生等のボランティアが災害の想

定被災状況をSNSに発信（２時間半の訓練で２０００件以上の書き込み）

• 現地自治体の防災担当者、消防署職員が本システムを活用して、書き込み

を分析。救援、避難の意思決定、指示で活用。

• 実験後のアンケートでは、参加した自治体職員から全員「災害時に役立つ」と

いうご意見をいただき、その他の参加者からも好評を得ており、フィードバック

を現在公開しているDISAANAに反映、今後も改善を続ける。



DISAANA実証実験（2）
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対災害SNS情報分析システム
DISAANA

災害掲示板（SNS）

一般市民役被験者

自治体災害対策本部

① 被害状況を災害掲示板
へ書き込む

② システムで分析

④ 分析結果を災害対策本部で確認し、
必要に応じて情報発信

③ 書き込み結果がシステムの出力に現れ
ているか確認。現れていなければ、文
面を変えてもう一度書き込み

家屋が浸水
しています

有田地区の避難所で30
名分の毛布が足りません

Twitterではなく専用
の掲示板を使用

発見した被災報告に対して災害対策本部
側で対応状況やコメントを書き込める公
開版とは異なる専用のシステムを使用

コメント

【対応状況】
□未着手
☑着手
□解決
□デマ認定

状況毎の絞り込みも可能



災害状況要約システム
D-SUMM（ディーサム）



D-SUMM研究開発の背景
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DISAANAでの問題点：
大規模災害時には、被災報告も膨大となり全体の状況把握が困難

熊本地震本震後の「熊本県」でのDISAANAによるエリア検索結果

A4一枚程度に
要約

D-SUMM (Disaster-information SUMMarizer)

• ほぼ同じ意味の被災報告を集約し、コンパクトに表現
• 被災報告をカテゴリ毎・場所毎に整理し、災害状況の把握が容易



災害状況要約システムD-SUMM（ディーサム）
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熊本市、益城町を中心に火災、建物被害や、電気、ガス、水道、通信
等のトラブル、通行止めの報告多数ということが一目でわかる

災害状況要約システムD-SUMM （ディーサム）
• 本年10月18日一般公開（http://disaana.jp/d-summ）
• SNS（ツイッター）上の災害関連情報をリアルタイムに深く分析し、自治体毎に整理し

て、一目で状況把握・判断を可能とし、救援、避難の支援を行うシステム
• 前身のDISAANAは熊本地震の際、内閣官房で被災者ニーズの把握で実際に活用
• 民間企業へのライセンスを締結済み

熊本地震前震発災後１時間の熊本県の被災状況の要約

自治体等において情報収集が困難な発災直後1時間でも
被害状況概要の把握を可能にし、初動対応を支援

電気、ガス、水道、
通信のトラブル

建物被害の報告
100件以上

被災報告が
深刻なエリア
から順に表
示。

熊本市

益城町

阿蘇市

地図表示も可能

火災発生

家屋倒壊

http://disaana.jp/d-summ


停電、ガス、建物
被害等の報告多数

熊本地震前震発災後１時間の
熊本県の状況の要約

救助をもとめる
ツイートが増加

建物・インフラ被害
が発生している

救助に加えて孤立、行方不明、
物資の欠乏等が増加

熊本地震本震発災後12時間の要約

熊本地震本震発災後48時間の要約

被害報告の時間的変化も一目で把握

救助・救出下さい

治療・予防・サービス
（人工透析）ができない

欠乏・不足がおきている

細菌・ウィルスが発生する

地図で位置の表示も可能 24
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土砂災害が発生している(75) 山崩れが発生している(32)

土砂崩れで寸断される(20) 火災が発生する(22)

延焼がひどい (20)

火事が発生している(52)

大火災を起こす(12) 大火がある(1)

（１）被災報告の抽出：DISAANAと同様の仕組みで抽出

（２）類似表現の集約による要約と
場所情報の整理

土砂災害が発生している(127) 火災が発生している(107)

阿蘇市(50) 益城町(18) 南阿蘇
村(15) ・・・

熊本市(52) 益城町(22) 阿蘇市
(19) ・・・

D-SUMMにおける被災報告の要約

被災報告が膨大な場合でも、短時間で被災状況全体を
把握可能で、場所毎の被災状況把握も容易に



D-SUMM：地図表示例
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災害のマクロな状況を地図上で瞬時に把握
⇨スピーディーな意思決定
• 幅広い範囲で住宅被害がでており、一部で火
災も発生しているが、発生しているところは、あ
まりない⇨要確認

• 南阿蘇村、益城町を中心に救助を求めている
が、道路トラブルも発生している⇨道路状況の救
援部隊の派遣前に偵察が必要

選択したカテゴリの関連地点を地図上に表示



大規模Web情報分析システム
WISDOM X



ビデオWISDOMX

4
28



情報分析システム 概要

• 自然言語処理技術を用いて、分野を問わずユーザの質問に対して
Web40億ページの情報を基に様々な回答を整理して表示

• 質問提案機能を備え、入力のキーワードや質問の回答に対して、システ
ムが新たな質問を提案することができるため、 ユーザーがその質問と回
答をたどることによって、新たな「仮説」を立てたり、情報の根拠を見つけ
ることも可能

• 通常の検索エンジンではみつからない、意外だけれども有用な情報を発
見することがそもそもの目的

• DISAANA、D-SUMMはWISDOM Xを災害向けにチューンすることで
実現

• 最初から専門分野に特化した開発をするのではなく、一般向けの「広く浅く」の
システムを作り、それを分野に特化したほうがローコストでより良いシステムが
作れるという判断

• 災害時には、想定外の事象が多々起きる。WISDOM Xが母体でなければ、そ
うした事象への対応は極めて困難

WISDOMX

4
29



いろいろ回答します。質問も提案します(No.1)
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ステップ1. キーワード
「人工知能」を入力

ステップ2. 
提案された質問「人工知能が進化す

るとどうなる」をクリック

人工知能が進
化すると…

話し相手に困らなくなって、結
婚しない人が増える

… 好感が持てる女性には相手にされな
い… 恋人の役割をロボットに任せたい…
（読者アンケート）

さらに提案された質問「話し
相手に困らなくなって、結婚
しない人が増えるとどうな

る？」をクリック。
回答「少子高齢化が進む」

2015年5月31日 朝日新聞デジタル
関連記事で類似の意見を紹介



いろいろ回答します。質問も提案します(No.1)

31

ステップ1. キーワード
「人工知能」を入力

ステップ2. 
提案された質問「人工知能が進化す

るとどうなる」をクリック

人工知能が進
化すると…

話し相手に困らなくなって、結
婚しない人が増える

… 好感が持てる女性には相手にされな
い… 恋人の役割をロボットに任せたい…
（読者アンケート）

さらに提案された質問「話し
相手に困らなくなって、結婚
しない人が増えるとどうな

る？」をクリック。
回答「少子高齢化が進む」

2015年5月31日 朝日新聞デジタル
関連記事で類似の意見を紹介

さらに続けると、「日本経済が窮地に陥る」
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いろいろ回答します。質問も提案します(No.2)

ステップ3. さらに提案された質問：「なぜビッ
グデータでレシピ作成エンジンを創るか？」や

「なぜビッグデータで映画を創るか」
などをクリック

ステップ1. キーワード「ビッグデータ」
に関する質問をシステムが提案

映画、ドラマ

永田町インデックス

産業地図

観光資源

回答：「創造性が世界中で求められ、コン
ピュータが創造性を持てるかという問いかけ
が絶えず行われている」
「映画には巨額の投資が必要で、過去の映画
に関するデータでヒットが確実なものを製
作」
「視聴行為のログを分析してからドラマを製
作」
⇨将来のビジネス、技術を考えるヒントに

防災情報システム

レシピ作成
エンジン

ステップ2. 質問：「ビッグデータで何を創る？」
をクリックしてイノベーションのヒントを収集



いろいろ回答します。質問も提案します(No.3)

少子高齢化のデメリットを逆手に取って、バイオ燃料で地域活性化、
高齢化への対応？
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文抽出

係受解析クローラ

形態素解析
評価情報抽出

因果関係抽出

活性・不活性表現辞書

なに型質問応答

なぜ型質問応答

どうなる型質問応答

言い換えパタンDB

類義表現生成

機械学習モデル

検索用インデッ
クス生成・検索

質問文変換

• 自前開発の高速化・高並列化ミドルウェア RaSC を用い、数百台規模のクラス
タ上で３０万行超の巨大ソースコードを高並列化、安定稼働を実現

• Hadoop等、既存ソフトウエアは「帯に短し、たすきに長し」で利用せず
• WISDOM Xにおける解析速度 1億Web文書/day を実現。

実行監視・リソース管理

自動割当
機構

実行統計情報

プログラム配置情
報

クライアントクライアントクライアント
割当を
通知

取得

RaSCによる管理機構

NICT内の複数のクラスタで
並列・分散処理（主要解析部

は計7000並列で稼動）

50種のプログラム、大規模データの論理的関係

論理的関係を保ちつつ
大規模に並列化

H27年度成果: 計算機スペックや
要求性能に基づき、使用リソース

や並列実行数を自動最適化
(Tanaka+, CCGrid 2016)

フリーソフトウエアとして公開中

NICTで開発し、WISDOM X、DISAANAを可能にした
ミドルウェアRaSC
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ポイント：テキスト上の様々な「関係」の認識

35

質問：人工知能が進化するとどうなる

回答：人工知能が進歩して、発明をするようなシステムが現れた…
システムが「人工知能が進歩する」と「発明するようなシステムが現れた」の間

に因果関係があると自動的に認識

問題：「AしてBする」というパターンで明確な因果関係が表されるとは限らない
例：「風呂に入って、ゲームをした」「人工知能が進歩して、がん治療に役立つ薬が現れた」
構文的に同一でありながら、単語を置き換えただけでも、因果関係を表さなくなる
⇨ 最先端の言語処理技術の出番



ポイント：テキスト上の様々な「関係」の認識

36

人工知能が進歩して、発明をするようなシステムが現れた

人工知能が進歩して、がん治療に役立つ薬が現れたら…

因果関係の認識：様々な手がかりを利用

類義語クラス
“プログラム”

“コンピュータ”

“OS”
…..

類義語クラス
“薬品”

“治療薬”
“ワクチン”

…

他の文の情報：人工知能は自分でゲームをするシステムをもたらした

類義語クラス
“データマイニン

グ”
“機械翻訳”
“音声認識”

…..

学習データ

因果関係を表す
例文、表さない
例文を集めた

データ

機械
学習

活性述
語

述語
の意味
分類

「活性」

「人工知能が
進歩する」と
「発明をする
ようなシステムが
現れる」の間に

因果関係あり

「人工知能が
進歩する」と
「〜薬が現れる」
の間に

因果関係なし

• 二つの文は構文的には同一。構文情報だけでは因果関係の有無は判断不能
• 様々な意味的情報や他の文の情報をもとに機械学習を使って総合的に判断
• 類義語クラスや述語の意味分類も一部自動で学習。重要な研究課題
• 現在は深層学習でさらに精度向上

活性述
語

述語
の意味
分類
「活
性」



• 巨大知識ベース・辞書、機械学習、データベースの組み合わせ
で開発（WISDDOM XもDISAANAも共通）
• 巨大知識ベース・辞書そのものも機械学習と、人間によるチェック作業の
組み合わせで構築

開発の方針

大量のWeb情
報や

Twitter

WISDOM X or DISAANA

解析済み
データの入った
データベース

機械学習を使った
解析モジュール

ユーザへの
応答モジュール

ユ
ー
ザ

巨大知識ベース
・

辞書

機械学習

Web等の大量の
テキスト

人手チェック

繰り返し

巨大知識ベース
・

辞書

機械学習

Web等の大量の
テキスト

人手チェック

繰り返し

巨大知識ベース
・

辞書

機械学習

Web等の大量の
テキスト

人手チェック

繰り返し

…
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WISDOM Xを支える言語データの例

• なに型質問応答
• 同義パターンペアDB(７億エントリ）：Xが不足する＝Xが枯渇する

• 約７０万件のデータを使って機械学習。データの信頼性を上げるため、多くのデータ
は複数名でチェック

• なぜ型質問応答
• 「なぜ日本はデフレに陥ったか？」

• 約７万件のデータを使って機械学習
• １人あたり一日500件程度のデータしか作れない

• 一件のデータは少なくとも３名は見る。全体の作業量は、７ヶ月x3名

• 実際には、練習、見直し、データ作成法、基準の試行錯誤等があり、より膨大な作業が発生

• どうなる型質問応答
• 「地球温暖化が進むとどうなる？」：約１５万件のデータを使って機械学習

• 省略・照応解析(WISDOM Xには未反映）
• 約１０万件のデータを作成。作業量は付随するものも含めて２００人月

• 大学で構築されたデータも修正（大学では基本一件のデータを一人がみただけだっ
た。）
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DISAANA&D-SUMMを支える言語データの例

• 同義パターン辞書（3億エントリ）
• 毛布がない⇔毛布が足りない / Xが不足する⇔Xが枯渇する

• 矛盾パターン辞書（250万エントリ）
• 牛乳が買えた⇔牛乳が売り切れ / Xが売り切れる⇔Xを入手する

• 被災報告自動検出用学習データ
• 11万事例：[例] 水/が/ない→被災報告、 水/が/届いた→対応策

• 災害オントロジー（2800万語）
• 現在は2階層：[例]「余震」→災害-地震、「遅れ」→トラブル-遅延

• 1階層目（大分類）を20万語を人手で整備し、2800万語まで半自動的に拡張

• 2階層目 （中分類）は20万語を人手で分類。その後120万語まで半自動的に拡張。

• 地名辞書（340万エントリ）
• 郵便番号データ、Wikipediaから自動構築 [例] 精華町→京都府:相楽郡:精華町

• 電話帳データ（50万件）を購入し主要ランドマークを追加

• 緯度経度情報を付加し、地図上への表示にも活用

• 広辞苑の項目数は23万件

39

デマの判断材料を提供するために活用

同一事例を3人で判定し、正確性を担保

70万件の学習データから半自動的に構築

単語に対しその意味カテゴリを付与



今後の展望



これから：第４期中長期計画:社会知解析技術

⑤回答と仮説の
自動検証技術

仮説Hは：
• 論文Aによれば...
• 白書Wによれば...
従ってHの信憑性は...

理解が容易な形でユーザに提示: 少子化の解決策

としては、税制改革、資金援助等がある。フランスで
はバカンスでの子供の旅費…, 税制改革では、…。

(自律的)社会知解析技術：社会に流通している知識、すなわち、Web、論文、白書等にある

社会知を自律的に分析でき、また自律的に賢くなる技術

①社会における問題
の自動検知技術

「少子化」は大問題！

自ら問い、知を創造し、
それを自ら検証することで

賢くなるループ

解決の具体例に関する質問：「少子化は
どこで解決したか？」「何故フランスで
は少子化を解決したか？」...等々

②質問自動生成技術

問題の解決策を問う質問：
「少子化はどうやって解決する？」

様々な有用な質問を
システムが自動生成

Web、論文、白書等、
文脈まで考慮に入れて分析

第３期中長期計
画はこの周辺の
技術の一部のみ
カバー

③WISDOM Xで回答や仮説を取得

④回答・仮説
統合・要約技術

回答B回答A

回答C
仮説
H

仮説I
仮説J

なるほど！

⑥自動検証結果に基づく
自己学習技術

仮説やその類似物がどこかに書かれているかチェック

検証結果を学習プロセスに
フィードバック

社会問題から技術開発
の課題まで様々な問題を検知

新開発の技術は適宜WISDOM Xに導入して一般公開 41



モティベーション

•社会における知を一気通貫で分析する必要
• 専門の壁もあり、人間にはできない⇨本来AIの出番であるべき

• 一気通貫に分析していないが故に失敗するイノベーション

森林破壊が
続くと…

地球温暖化が
進行し…

その結果、海水温度が上がり…

それが（海で
の）腸炎ビブ
リオの増殖に

繋がり…
（シーフードの摂取
による）食中毒に繋

がる、かも。

環境問題専門家しか
知らない

気候学者、海洋の専
門家しか知らない

微生物学者しか知ら
ない

医者しか知らない

シーズ技術 あるべき社会

技術的に完璧なシナリオ ダメダメな社会的ニーズの分析

バックキャストだろうが、シーズドリヴンだろうが、一気通貫に分析しないと
要は「気合が大事」「撃ちてし止まん」と大して変わらないのでは？ 42



モティベーション
•社会における知を一気通貫で分析する必要

• チャンス、イノベーションは周辺からやってくる

ポケモンGOが何で配信する？

スマホに何が必要？

スマートフォンの充
電器を誰が販売して

いるか？

ポケモンGOリリース

ポケモンGOに関する質問を列挙

回答：スマホ、
スマートフォン

回答：充電器

回答：エレコム
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モティベーション
•社会における知を一気通貫で分析する必要

• チャンス、イノベーションは周辺からやってくる

ポケモンGOが何で配信する？

スマホに何が必要？

スマートフォンの充
電器を誰が販売して

いるか？

ポケモンGOリリース

ポケモンGOに関する質問を列挙

回答：スマホ、
スマートフォン

回答：充電器

回答：エレコム

• 分野を限らず、幅広に情報を分析しなければ、こ
うしたチャンスは掴めない

• こうした質問のシーケンスを生成する推論機構が
必要⇨現在、研究中
• 今は後知恵の「分析」
• 単純な因果関係のチェインではない⇨言語の意

味の本質に関係している可能性
• 当然、深層学習の利用も視野に入れている

• 一方で可能なチャンス候補は膨大。適切なものを
選ぶことは大きな技術的課題。UIも問題
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ナナフシってオスなしで
も繁殖するよ。

車いすで楽しめるダンスが
あるそうです。

万能対話ロボット(教育、高齢者） シンクタンク、社会調査
少子化で耕作放棄地が急

増！

耕作放棄地で行うビジネスには、太陽光発
電、魚類の養殖、植物性プランクトンの養
殖。A地方に適しているには植物性プラン

クトンの養殖…

それでA地方の雇用を増や
せますね！

DIRECTが目指すAI関連アプリケーションの案

企業のコンプライアンス対策

排ガス試験検出のための条
件分岐は…

排ガス試験に関する
対策を施すことは法

令違反です

南米でディーゼル油を生成する
真菌(水虫の類似物）が発見さ

れる！

民間企業のイノベーション支援

その作戦でいきま
しょう!

我が社のプラントによく適合しているので、プ
ラントとセットで販売できるかも。
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対話システム研究の出発点としてのWISDOM X

46

多様な観点からの知識 質問：アベノミクスを進めるとどうなる？

スタグフレーションになる

シナリオ、ストーリーの
自動生成

• 「風が吹けば桶屋が儲かる」式
に経済からSF風のものまで将来
シナリオを生成

• ワクワクできるシナリオ、ス
トーリーを作れないロボットは
いずれ飽きられる

デフレを脱却する

景気を回復する

良いことも悪いことも

• 様々な観点からの回答を提供
• ロボットとの対話で「一人ブレイ

ンストーミング」も可能に

少子高齢化が進む
⇨耕作放棄地が増える
⇨耕作放棄地で藻類を生産
⇨バイオ燃料を生産
⇨地域活性化

財政規律が緩む



本日のトピック 47

•NICTの３つの大規模自然言語処理システム
を中のテクノロジーまで含めてご紹介
• 大規模Web情報分析システム WISDOM X

• 一般公開中

• 対災害情報分析システム DISAANA
• 一般公開中

• 災害状況要約システム D-SUMM
• 今年度公開予定

• DISAANA、D-SUMMはWISDOM Xを災害向け
にチューンすることで実現

•今後の展望
• 社会全体の知を分析する社会知解析技術

• その発展系としての対話システム等
47


